
昨
年
報
告
し
た
坪
井
芳
治
医
師
の
父
、
衛
生
学
者
坪
井
次
郎
に
つ

い
て
現
在
ま
で
に
調
査
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

坪
井
次
郎
は
芳
州
坪
井
為
春
、
坪
井
信
道
の
次
女
幾
を
両
親
と
し

て
、
文
久
二
年
江
戸
芝
浜
松
町
に
生
ま
れ
た
。
明
治
八
年
外
国
語
学

校
（
い
わ
ゆ
る
旧
外
語
）
に
入
学
、
明
治
十
年
東
京
大
学
医
学
部
予

科
に
編
入
、
明
治
十
八
年
に
本
科
を
卒
業
し
た
。
衛
生
学
教
室
に
入

り
、
御
用
係
、
助
手
、
助
教
授
と
な
り
、
こ
の
間
に
多
く
の
業
績
を

上
げ
た
。
ま
た
済
生
学
舎
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講
し
た
。
明
治

二
十
三
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
足
尾
銅
山
の

調
査
を
命
じ
ら
れ
、
出
張
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
ル
ー
ド
ウ
イ
ッ
ヒ
・
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
（
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
）
衛
生
学
教
室
に
学
び
、
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
に
師

事
し
た
。
一
方
フ
ォ
イ
ト
に
生
理
学
を
学
び
、
ま
た
国
家
経
済
学
な

ど
の
関
連
学
科
を
聴
講
し
た
。
研
究
上
の
直
接
の
指
導
者
は
、
。
ヘ
ッ

衛
生
学
者
坪
井
次
郎

泉
彪
之
助

テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
教
室
の
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
四
年
、
坪
井
次
郎
は
政
府
の
命
を
受
け
て
ベ
ル
リ
ン
に

ロ
ー
・
ヘ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
を
訪
ね
、
コ
ッ
ホ
指
導
の
下
に
モ
ァ
ピ
ッ
ト

病
院
に
お
い
て
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
に
よ
る
治
療
法
の
講
習
を
受
け
た
。

・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
十
一

月
十
四
日
、
有
名
な
コ
レ
ラ
菌
飲
用
実
験
に
つ
い
て
の
講
演
を
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
医
学
会
で
行
う
が
、
坪
井
次
郎
は
そ
の
講
演
を
聴
講
し
た
三

人
の
日
本
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
八
九
三
年
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ

ー
フ
ェ
ル
の
教
授
在
職
五
○
周
年
を
祝
っ
た
皆
呂
．
由
．
国
涜
尉
ロ
。

の
記
念
号
に
、
た
だ
一
人
の
日
本
人
執
筆
者
と
し
て
論
文
を
寄
稿
し

て
い
る
。

ド
イ
ツ
留
学
中
、
坪
井
次
郎
は
、
日
本
政
府
、
帝
国
大
学
あ
る
い

は
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
代
表
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
、
ロ
ー
マ
、
ブ

ダ
・
へ
ス
ト
な
ど
の
国
際
会
議
・
学
会
に
出
席
し
、
と
く
に
ブ
ダ
・
へ
ス

ト
で
の
万
国
衛
生
学
お
よ
び
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
会
議
で
は
、
徽
菌
学

部
の
名
誉
会
頭
に
選
ば
れ
、
閉
会
式
に
あ
た
っ
て
日
本
人
会
員
を
代

表
し
て
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

留
学
期
間
が
切
れ
た
た
め
、
坪
井
次
郎
は
留
学
四
年
目
に
休
職
の

身
分
と
な
っ
た
が
、
明
治
二
十
七
年
末
に
帰
国
し
、
や
が
て
助
教
授
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明
治
三
十
二
年
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
が
開
学
し
、
坪
井
次
郎

は
医
科
大
学
長
に
任
命
さ
れ
、
ま
た
衛
生
学
第
一
講
座
を
担
任
し

た
。
一
方
で
は
京
都
市
衛
生
顧
問
、
京
都
衛
生
検
査
所
徽
菌
学
的
検

査
顧
問
な
ど
の
職
務
も
行
い
、
衛
生
学
者
と
し
て
の
社
会
活
動
も
続

け
た
。
坪
井
次
郎
が
検
査
所
の
行
事
と
し
て
行
っ
た
ペ
ス
ト
講
習
会

の
内
容
は
、
後
に
『
・
へ
ス
ト
実
習
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

坪
井
次
郎
は
明
治
三
十
三
年
京
都
医
学
会
会
頭
に
選
ば
れ
、
ま
た

新
し
い
研
究
組
織
と
し
て
の
（
新
）
京
都
医
学
会
の
設
立
に
参
加
す

に
復
職
し
た
。

ド
イ
ツ
留
学
後
の
坪
井
次
郎
は
、
新
進
の
衛
生
学
者
と
し
て
多
く

の
社
会
的
活
動
を
行
っ
た
。
日
清
戦
争
か
ら
帰
還
し
た
将
兵
の
検
疫

の
視
察
、
勧
業
博
覧
会
、
水
産
博
覧
会
の
審
査
員
、
国
家
医
学
講

習
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
衛
生
事
務
講
習
の
講
師
な
ど
で
あ
る
。

と
く
に
足
尾
鉱
毒
調
査
委
員
会
（
第
一
次
委
員
会
）
の
委
員
に
選
ば

れ
、
調
査
を
行
っ
た
。
坪
井
次
郎
は
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に
つ
い
て

二
編
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

明
治
三
十
一
年
坪
井
次
郎
は
、
京
都
帝
国
大
学
建
築
調
査
委
員
に

任
命
さ
れ
、
ま
た
開
学
時
の
医
科
大
学
長
候
補
に
内
定
し
、
創
設
に

参
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
期
は
衛
生
学
者
と
し
て
の
基
礎
を
作
っ
て
行
く
時
期
で
、
数

多
く
の
論
文
と
学
会
発
表
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
留
学
は
、
衛
生
学
先
進

国
の
状
況
を
学
ぶ
時
期
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
京
都
帝
国
大
学
の
創
設

に
携
わ
る
ま
で
は
、
衛
生
学
者
と
し
て
の
社
会
活
動
の
期
間
で
あ

る
。
京
都
帝
国
大
学
建
築
設
計
委
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
坪
井
次
郎

は
同
大
学
医
科
大
学
の
創
設
と
初
期
の
運
営
に
全
力
を
注
い
だ
。
彼

が
学
長
就
任
後
わ
ず
か
四
年
、
四
十
一
歳
の
若
さ
で
早
世
し
た
こ
と

は
、
こ
の
努
力
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し

る
な
ど
活
発
な
活
動
を
続
け
た
。
明
治
三
十
六
年
七
月
病
気
に
倒

れ
、
一
旦
大
学
病
院
に
入
院
し
た
が
、
危
篤
と
な
っ
て
自
宅
に
帰

り
、
七
月
十
三
日
京
都
市
西
洞
院
通
り
丸
太
町
上
ル
の
自
宅
で
死
去

し
た
。
享
年
四
十
一
で
あ
っ
た
。
七
月
十
九
日
京
都
市
相
国
寺
心
源

院
で
葬
儀
が
行
わ
れ
、
同
寺
に
葬
ら
れ
た
。
た
だ
し
現
在
、
墓
は
京

都
市
高
台
寺
に
あ
る
。

坪
井
次
郎
の
業
績
は
ほ
ぼ
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学

卒
業
後
ド
イ
ツ
留
学
ま
で
、
ド
イ
ツ
留
学
中
、
帰
国
後
京
都
帝
国
大

学
建
築
設
計
委
員
に
な
る
ま
で
、
そ
の
後
死
去
に
至
る
ま
で
で
あ

る
。
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彼
が
さ
ら
に
長
寿
を
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
傑
出
し
た
衛
生
学
者
と

し
て
優
れ
た
学
問
的
体
系
を
築
き
上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）

一
昨
年
の
総
会
で
、
大
正
末
年
よ
り
十
数
年
に
及
ぶ
医
療
制
度
改

革
論
議
の
過
程
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
日
本
医
療
団
（
以

下
、
日
医
団
と
略
す
）
を
、
昨
年
は
主
と
し
て
戦
時
中
の
日
医
団
の

活
動
を
と
り
あ
げ
た
が
、
今
回
は
日
医
団
の
戦
後
の
情
況
を
の
べ
る

と
と
も
に
、
九
州
地
方
に
お
け
る
日
医
団
施
設
と
そ
の
変
遷
に
つ
い

て
報
告
す
る
。

戦
前
・
戦
中
に
設
立
さ
れ
た
国
策
機
関
は
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
戦

後
早
期
に
解
体
さ
れ
た
が
、
日
医
団
は
そ
の
特
殊
性
か
ら
処
分
が
見

送
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
時
中
の
よ
う
な
形
態
、
運
営
は
望
む

べ
く
も
な
く
、
次
の
ご
と
き
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

㈲
戦
時
色
の
払
拭

医
療
関
係
者
徴
用
令
（
十
六
年
十
二
月
十
五
日
公
布
）
や
戦
時
医

療
措
置
要
綱
（
二
十
年
四
月
二
日
閣
議
決
定
）
な
ど
の
戦
時
諸
法
令

日
本
医
療
団
（
第
三
報
）

ｌ
戦
後
の
活
動
と
九
州
地
方
の
医
療
団
施
設
Ｉ

佐
久
間
温
巳
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